




計画作成主体：坂井市農業再生協議会
対象品目 ：水稲

（産地面積：164㏊）
主な取組主体：（株）アグリフーズ福井
成果目標 ：販売額の10％以上の増加

基準（R1年度） 210,000,000円
目標（R4年度） 252,000,000円

導入施設等 ：整備事業（精米施設等）
精米施設および集出荷施設672.41㎡

産地生産基盤パワーアップ事業の取組事例 （福井県）

取組の概要 ポイント

期待される事業効果

210,000千円

R1年度 R4年度

【事業実施による効果】

・九頭竜川下流域パイプラインを活用し
生産された良質米を坂井市ブランドとし
ての販売を実現し生産者の所得を向上
させる。

推進体制

【取組の主題(テーマ)または課題】
坂井市産の農産物を全国に発信していくことで、市の知名度向上を進め

たいと考えている。坂井市の米として販売していくことが必要だが、ＪＡ
以外の精米保管施設および集出荷施設はない。

地域における独自の取組

〈主な取組〉

～米の販売額～

福井県
坂井市

・水田経営の更なる高度化支援

【産地の体質強化に向けた方策】
①市内で精米し保管流通するための精米施設および集出荷施設の整備

②坂井市産米の出荷体制を整備し坂井市産米として流通販売を強化すると
ともに国営かんがい排水事業「九頭竜川下流域」地区で整備したパイプラ
インにより米作りに適した良質な水を活用した良質米を坂井市オリジナル
ブランド米として積極的にＰＲし、需給バランスに影響されない米販売を
目指し生産者の所得を向上させる。

・農林総合事務所（県）
・坂井市 坂井市農業再生協議会

①計画の策定・管理
②取組計画への助言

取組主体
（（株）アグリフーズ福井）

①取組計画の作成
②取組実施 等

・協議会と取組主体との情
報共有（取組状況等）

・行政機関（県、市町）によ
るサポート体制

情報共有指導・助言

販売額が増加

＋20％ 252,000千円








